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研究成果の概要（和文）：今日の企業競争において重要性の増しているビジネスモデルのイノベーションについ
て、事前の分析的なビジネスモデルの計画の意図や想定にはない、事後に現場から生まれる創発的ビジネスモデ
ルという独自の概念を提示し、大企業やベンチャー企業の複数の事例でこれを検証した。その結果、この概念の
多様な存在と重要性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The important of business model innovation is increased in recent corporate 
competitive strategy. This research presented new original concept "emergent business model", and 
also examined this concept by multiple case studies.
As the results, we revealed the exsistance and importance.

研究分野：経営戦略論
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１．研究開始当初の背景 
 日本企業は、技術開発や製品開発に多くの
労力と経営資源を投入してきた。しかし、今
日、日本企業、特に製造業は国際的に厳しい
競争状況に置かれている。 
 一方、米国のアップル、グーグル、アマゾ
ンなどの大手企業は大変好調である。この大
きな原因の１つは、優れたビジネスモデルを
構築できているかどうかである。 
 また、日本において製造業のみならず、サ
ービス業の国際競争力を向上させる必要が
ある。 
 そこで、優れたビジネスモデルをどのよう
に生み出すかというビジネスモデル・イノベ
ーションの研究が求められている。 
 欧米を中心とした従来のビジネスモデ
ル・イノベーションの研究では、その創造プ
ロセスとして、事前に十分な分析を行って計
画を作成し、それをビジネスで検証していく
というプロセスが主流であった。 
 しかし、実際にビジネスを行っていくうえ
で、事前の計画段階の意図や想定にはない、
ビジネスモデルやその重要な一部が現場か
ら生まれてくることも考えられる。 
 そこで、本研究では、これを創発的ビジネ
スモデルという新たな概念として提案して、
複数の事例で検証していくことを考えた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、ビジネスモデル・イノベ
ーションについて、事前のビジネスモデルの
分析的な計画の意図や想定と異なる、事後に
現場から生まれるビジネスモデルの全体ま
たは重要な一部という創発的ビジネスモデ
ルという独自の概念を、複数の事例の調査分
析を通じて検証し、その多様な存在、重要性、
生まれる論理、およびマネジメントを明らか
にすることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、上記の創発的ビジネスモデル
の多様な存在と重要性、さらにそれが生まれ
る論理やマネジメントについて明らかにす
るために、事例に関係者にインタビュー調査
を行い、その創造プロセスの詳細を調査分析
した。 
 特に、ビジネスモデルの全体だけでなく、
要素ごとに、いつだれがどのようにして生み
出したのかを明確にして、それらを関連づけ
た。これにより、生まれたビジネスモデルが
創発的ビジネスモデルであるかどうかを明
確にした。これらを複数の事例で行った。 
 大企業や大組織だけでなく、上場を果たし
たベンチャー企業 12 社も調査分析した。 
 
４．研究成果 
 本研究における大企業や大組織の複数事
例の調査分析の結果、創発的ビジネスモデル
の存在と重要性が、多くの事例で明らかにな
った。 

 事前の計画が全くない場合でも、創発的ビ
ジネスモデルが生まれる事例が存在した。ま
た、当初に製品だけしかない場合でも事後に
創発的ビジネスモデルが生まれている事例
も存在した。 
 さらに、事前に十分にビジネスモデルの計
画を行った場合でも、事後に創発的ビジネス
モデルが生まれていくケースも存在した。こ
れ以外にも今日重要である複数組織間での
共創からも創発的ビジネスモデルが生まれ
ていた。 
 大企業や大組織だけでなく、多くの成功し
たベンチャー企業 12 社（ユーグレナ、ライ
フネット生命保険、エニッシュ、オルトプラ
ス、ビューティガレージ、オークファン、ウ
ォーターダイレクト、イーブックイニシアテ
ィブジャーパン、地盤ネット、ベクトル、デ
ジタルメディア・プロフェッショナル、メデ
ィアフラッグ）の調査分析においても、創発
的ビジネスモデルが数多く存在し（12社中 9
社）、それが成功のために重要であった。 
 これは、業界にとって革新的なビジネスモ
デルを創造する場合は勿論のこと、業界に前
例のあるビジネスモデルの場合でも、創発的
ビジネスモデルが生まれており、それが重要
な役割を担っていた。 
 これらの事例において、創発的ビジネスモ
デルが生まれる論理は、顧客からの要望や意
見に対応したこと、社員の研究活動による暗
黙知からの表出、マスコミのコメント、想定
外の事態の発生への対応など多様であった。 
 また、創発的ビジネスモデルを生み出して、
成功させるために、大企業や大組織の場合に
は、オーナー企業であることが大きく味方し
ていた。 
 さらに、上記に関連して、ビジネスモデル
の進化のプロセスや創発的ビジネスモデル
の基礎となる創発的イノベーションについ
ても研究して、多くの成果を得た。 
 具体的には、インクジェットプリンターの
業界のビジネスモデルの進化のプロセスと
それらの論理について、業界主要企業の関係
者にインタビューを行い、明らかにした。そ
して、2 部料金制やゲーム理論などの経済学
理論を用いて、理論的分析も行った。 
 さらに、2 面市場戦略のプラットフォーム
の競争戦略であるプラットフォーム・エンベ
ロープメント戦略による攻撃と防衛のプロ
セスの詳細を明らかにして分析し、この戦略
を受けた場合の防衛策を示唆した。 
 これら以外に、これらの研究の基礎となる
ビジネスモデルの分析手法自体や創発的イ
ノベーションの研究も行った。 
 具体的には、消耗品ビジネスモデルの問題
点を解決する方策のための論理的分析を行
い、論文として発表した。 
 また、ポケモン GO で導入されたスポンサ
ードロケーション制度という企業間での販
売促進のビジネスモデルの収益構造を経済
学の混合バンドリングの理論を用いて、定式



化して分析し、その有効性を示した。 
 さらに、創発的イノベーションの研究成果
として、大企業内での新規事業開発において、
組織間のお墨付きを利用した社内でのプロ
ジェクトの正当化の論理を提示して、６事例
の調査分析により、これらのうちの 5つの事
例で確証し、それらの論理を明らかにした。
さらに、これらのプロジェクトに共通する特
徴を抽出するとともに、商業化において成功
と失敗を分ける要因を提示した。この論文が、
マーケティング分野のトップジャーナル
Industrial Marketing Management に掲載さ
れた。 
 以上が、本研究の成果である。 
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